
第64回全国小学校社会科研究協議会研究大会
第46回四国社会科教育研究大会

徳島大会
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令和8年11月19日（木）

20日（金）



未来に向けて考え続け、よりよい社会を
切り拓く子どもの育成

－社会に対する認識と判断する力を育む
社会科学習－
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徳島大会

令和8年11月19日（木）

20日（金）
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単元構想と振り返り

判断する場面の設定

考えを深める手だて
4

認識     判断する力     

社会のことが
深く分かる     

根拠や理由を
もって決める
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認識     判断     

判断     

判断     認識     

認識     

認識と判断する力の関わり     

認識     相互に関わりながら、成長する     



【研究内容１】単元構想と振り返り
 (1)単元構想の方策
 (2)振り返りの方策

【研究内容２】判断する場面の設定
  (1)柔軟な場面設定

 (2)判断への意欲を高める工夫

【研究内容３】考えを深める手だて
 (1)発問・言葉かけ (2)資料提示

 (3)板書・ツール

研究内容
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研究内容１ 単元構想 と 振り返り

子どもの意識がつながる単元構想
○日常的アプローチ
○学習問題づくり
○個の追究と全体での共有

子どもの意欲と見通し

一人一人にとって
よりよい学び

子どもの意識をつなげる振り返り
○自分の学習や変容を自覚する観点
○今後の学習や生活へとつながる観点
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社
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学習指導要領
で求められる判断

学習指導要領の趣旨を実現するための

     徳島県独自の判断

A B C

めざす子ども像学習指導要領をふまえた上で、授業者の創意工夫を
生かして、弾力的に判断する場面を取り入れる。



「令和４年度 学習指導要領実施状況調査」をふまえた本県の研究の意義

○社会に見られる課題を踏まえて、よりよい社会を

 考えるようにする指導の充実

○社会的事象の見方・考え方を働かせ、社会的事象

 の特色や意味を考え、説明したり、自分の考えを

 主張したりできるようにする指導の充実

○学習で身に付けた知識や技能を使って一人一人が図

や文などにまとめることができるようにする指導の充実

○学習問題を考え、問題解決の見通しをもつようにする

指導の充実

社会への関わり方を
考える選択・判断 【A】

深く分かることに
つながる判断 

【B】

見通しに
つながる判断 

【C】
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自分は賛成！
みんなは？

えっ、
なんで？

へんだよ？

どれを選ん
だら・・・ おかしいよ？

子どもの
内に「問い」が
芽生える

矛盾 対立 葛藤 相違(ズレ)

など情意(感情) 課題の明確化

判断への意欲を高める工夫
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研究内容３ 考えを深める手だて

発問・言葉かけ     資料提示

板書・ツール
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１日目 令和８年１１月１９日（木）

あわぎんホール（徳島県郷土文化会館） 

全体会
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２日目 令和８年１１月２０日（金）

第１会場 徳島市 助任小学校

会場別研究会

すけとう
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２日目 令和８年１１月２０日（金）

会場別研究会

第２会場 徳島市 沖洲小学校
おきのす
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全体指導講師
文部科学省 初等中等教育局

  教育課程課 教科調査官 小倉 勝登 先生

記念講演
阿波十郎兵衛屋敷 館長      佐藤  憲治 氏

第１会場（助任小）指導講師
 大妻女子大学 教授 澤井 陽介 先生

第２会場（沖洲小）指導講師
 帝京大学 教授 鎌田 和宏 先生



第64回全国小学校社会科研究協議会研究大会
第46回四国社会科教育研究大会

徳島大会
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令和8年11月19日（木）

20日（金）

四国・徳島の地で、皆様と共に
学び合えることを楽しみにしております
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